
2010 年度 学術業績 

【診療部】 

 

腎臓内科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 53 回日本腎臓学会学術総会 

開催日：2010 年 6 月 

場 所：神戸 

演 題：新 IgA 腎症臨床・組織分類案による IgA 腎症 588 例の腎死リスクの検討 

演 者：藤井 隆之、田中 宏明、若林 華恵、鈴木 理志 

 

学会名：第 55 回日本透析学会総会 

開催日：2010 年 6 月 

場 所：神戸 

演 題：酢酸アレルギーが疑われた維持透析患者の一例 

演 者：田中 宏明、若林 華恵、藤井 隆之、鈴木 理志、 

 

学会名：第 40 回日本腎臓学会東部学術大会 

開催日：2010 年 9 月 

場 所：宇都宮 

演 題：食道癌に急性腎不全を合併した一例 

演 者：森本 真有、田中 宏明、若林 華恵、藤井 隆之、鈴木 理志 

 

学会名：第 40 回日本腎臓学会東部学術大会 

開催日：2010 年 9 月 

場 所：宇都宮 

演 題：血管炎症状を呈し半月体形成を伴った糖尿病性腎症合併例 

演 者：若林 華恵、藤井 隆之、森本 真有、田中 宏明、鈴木 理志 

 

学会名：第 38 回千葉県透析研究会 

開催日：2010 年 11 月 

場 所：千葉 かずさアカデミアパーク 

演 題：透析導入期の腎性貧血改善速度に関連する因子の検討 

演 者：藤井 隆之、森本 真有、若林 華恵、田中 宏明、鈴木 理志 

 

『論文』 

雑誌名：Clin Exp Nephrol 15:100-107,2011 

題 名：Doubling of serum creatinine: is it appropriate as the endpoint for CKD? Proposal 

of a new surrogate endpoint based on the reciprocal of serum creatinine 

著 者：Takeuchi N,Takenoshita E,Kato F,Terajima T,Ogawa M,Suzuki S,Fujii T,Kobayashi 

E,Sakurada T,Satoh N,Ueda S 
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雑誌名：腎と透析 69:519-523,2010 

題 名：CKD においてオルメサルタンが有する尿蛋白減尐効果の優位性 

著 者：鈴木 理志、藤井 隆之、田中 宏明、若林 華恵 
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消化器内科 

『論文』 

雑誌名：Hepatology Research 

著者名：Shuichi Kaneko1, Michio Sata2,*, Tatsuya Ide2, Tatsuya Yamashita1, Shuhei Hige3, 

Eiichi Tomita4,Satoshi Mochida5, Yukitaka Yamashita6, Yoshiaki Inui7, Soo Ryang Kim8, 

Naoto Komada9, Takafumi Mikami10, Shinichi Satoh11, Sumiharu Morita12,  

Koichi Takaguchi13, Noboru Hirashima14, Yuji Nishio15,Daisuke Watanabe16, 

Kiyohide Kioka17, Kenji Fujiwara18 

題目名：Efficacy and safety of double filtration plasmapheresis in combination with 

interferon therapy for chronic hepatitis C 

巻、ページ、年度：Vol 40,1072- 81,2010 

 

 

Hepatology Research 

Volume 40 , Issue 11 , pages 1072–1081 , November 2010  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/hep.2010.40.issue-11/issuetoc
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内分泌代謝科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 41 回千葉県動脈硬化セミナー開催 

開催日：2010 年 7 月 22 日 

場 所：千葉、ホテル ザ・マンハッタン 

演題名：88 歳男性糖尿病患者の動脈硬化症～剖検所見よりみた全身の血管病変～ 

 

学会名：イオン・ウエルシア・ストアーズ人材総合研修機構構講演会 

開催日：2010 年 7 月 24 日 

場 所：大阪 

演題名：症状判別概論 

 

学会名：イオン・ウエルシア・ストアーズ人材総合研修機構講演会 

開催日：2010 年 8 月 1 日 

場 所：東京 

演題名：症状判別概論 

 

学会名：第 12 回佐倉生活習慣病研究会開催 事務局 

開催日：2010 年 8 月 21 日 

場 所：千葉、ウィッシュトンホテルユーカリ 

演題名：Tolosa-Hunt 症候群の 1 例 

 

学会名：第 13 回佐倉生活習慣病研究会開催 

開催日：事務局 2011 年 1 月 26 日 

場 所：千葉、聖隷佐倉市民病院 

演題名：高脂血症を伴うプランマー病(機能性甲状腺腺種)の 1 例 

 

学会名：第 44 回千葉県動脈硬化セミナー開催 

開催日：2011 年 2 月 18 日 

場 所：千葉、ホテル ザ・マンハッタン 
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小児科 

『学会・研究会発表』 

学会名：日本小児科学会 ポスター発表 

開催日：2010 年 4 月 24 日（土） 

演 題：ステロイド内服開始 1週間後に PRES を発症したネフローゼ症候群の 12 歳男児例 

演 者：鈴木 繁 ほか 

 

学会名：日本小児科学会千葉地方会 

開催日：2010 年 6 月 

演 題：Methylprednisolone pulse therapy を連続３クール施行した甲状腺眼症の 1例 

演 者：森 一越 ほか 

 

学会名：日本小児腎不全学会 

開催日：2010 年 9 月 

演 題：意識混濁で発見された高度代謝性アルカローシスの 1例 

演 者：森 一越 ほか 

 

学会名：院内学会 発表 

開催日：2010 年 11 月 6 日（土） 

演 題：ネフローゼ症候群治療中に PRES を発症した男児例 

演 者：鈴木 繁 ほか 

 

学会名：日本小児科学会千葉地方会 

開催日：2011 年 2 月 

演 題：線維筋痛症の 2例 

演 者：森 一越 ほか 

 

『講演』 

講演名：平成 22 年度上期生涯学習講座 

開催日：2010 年 7 月 25 日 

場 所：東邦大学薬学部 

演 題：小児の救急医療 

演 者：森 一越 

 

場 所：日本リリー株式会社本社 

演 題：小児の低身長 

演 者：川村 研 ほか 
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場 所：印西市 大会議室 

演 題：学校検尿と腎疾患 

演 者：川村 研 ほか 

 

場 所：佐倉コミュニティーセンター 

演 題：こどもの成長、背が低いって病気？ 

演 者：川村 研ほか 

 

『論文』 

雑誌名：日本小児科学会誌 2010 

題目名：2,8-dihydroxyadenine 結石症の 1 例 

巻、ページ、年度：114(5)、878-882、May 

 

雑誌名：Clinical Nephrology 

題目名：A case of frequently relapsing nephrotic syndrome combined with Perthes disease. 

巻、ページ、年度：73(6)、437-47、June 

 

雑誌名：小児科臨床 

著者名：鈴木 繁 共著者：森 一越、川村 研 

題目名：修飾麻疹罹患時に川崎病を発症した 7 歳女児例 

 

雑誌名：小児科臨床 

著者名：鈴木 繁 共著者：森 一越、川村 研 

題目名：高度な肝逸脱酵素の上昇を呈した川崎病再発の男児例 

 

雑誌名：小児科ピクシス『腎炎・ネフローゼ』 

著者名：森 一越(分担著者) 

題目名：腎生検の適応 

 

『著書』 

小児科ピクシス『腎炎・ネフローゼ』 

分担著者：森 一越 腎生検の適応 
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外科・血管外科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 22 回日本肝胆膵外科学会 

開催日：2010 年 5 月 26 日 

場 所：仙台 

演 題：当科における膵空腸密着吻合法と術後排液アミラーゼ値の推移 

演 者：小池 直人、大島 祐二、武内 俊章、有田 誠司、大島 祐二、大河内 信弘 

 

講義名：茨城県立医療大学看護学部講義 

開催日：2010 年 6 月 10 日 

場 所：茨城県立医療大学大講堂 

演 題：乳癌の緩和ケア 

 

学会名：第 18 回日本乳癌学会. 

開催日：2010 年 6 月 25 日 

場 所：札幌 

演 題：転移性乳癌に対する塩化ストロンチウム 89 長期投与の 1 例 

演 者：川島 太一、有田 誠司、河上 牧夫、関谷 雄一 

 

開催日：2010 年 7 月 3 日 

場 所：千葉 

演 題：当院における単孔式腹腔鏡下手術の導入 

演 者：大島 祐二、小池 直人、武内 俊章、木原 一樹、楠目 健一、久保田 亨、有田 誠司 

 

学会名：第 65 回日本消化器外科学会 

開催日：2010 年 7 月 14 日 

場 所：下関 

演 題：障害肝合併例における脾摘・部分的脾塞栓療法の意義 

演 者：小池 直人、大島 祐二、武内 俊章、有田 誠司 

 

講義名：高知大学医学部 6 年生講義 

開催日：2010 年 9 月 10 日 

場 所：高知 

演 題：移植医療の基礎と臨床 

演 者：有田 誠司 
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学会名：Creation of long lasting human hepatic tissue in vivo. 25th  

開催日：2010 年 9 月 26 日 

場 所：Cambrige, USA. 

演 題：Anneversary tumor course. Critical Issues in Tumor Microenvironment, Angiogenesis 

and Metastasis. 

演 者：Koike N, Fujiwara R, Nakano A, Chiba T, Amiya T, Sekine K, Tniguchi H. 

 

学会名：第 60 回千葉県外科医会 

開催日：2010 年 11 月 16 日 

場 所：千葉 

演 題：診断に苦慮した後腹膜血腫の一例 

演 者：木原 一樹、小池 直人、久保田 亨、楠目 健一、武内 俊章、有田 誠司 

 

学会名：第 72 回日本臨床外科学会 

開催日：2010 年 11 月 23 日 

場 所：横浜 

演 題：右上腰ヘルニアの一例 

演 者：武内 俊章、小池 直人、有田 誠司、大島 祐二、柏原 英彦、大河内 信弘 

 

学会名：第 7 回がんワクチン療法研究会 

開催日：2010 年 11 月 27 日 

場 所：金沢 

演 題：高エンドトキシン量の自家がんワクチンを安全に投与し得た IgA 腎症合併腎癌術後 

演 者：小池 直人、眞崎 義隆 

 

学会名：.第 13 回生活習慣病研究会 

開催日：2011 年 1 月 26 日 

場 所：佐倉 

演 題：昨今の胆道疾患. その診断と治療 

演 者：小池 直人 

 

学会名：第 16 回千葉内視鏡外科研究会 

開催日：2011 年 1 月 29 日 

場 所：船橋 

演 題：当院における Force Triad を用いた腹腔鏡下大腸切除術 

演 者：大島 祐二、小池 直人、武内 俊章、木原 一樹、楠目 健一、久保田 亨、有田 誠司 
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学会名：佐倉四街道地区消化器病検討会 

開催日：2011 年 2 月 11 日 

場 所：佐倉 

演 題：胃癌診断治療における組織型分類の意義 

演 者：小池 直人 

学会名：第 59 回千葉県外科医会 

 

学会名：第 26 回日本医工学治療学会 

開催日：2010 年 4 月 3 日 

場 所：東京 

演 題：分解吸収性材料（ポリ乳酸）をもちいた静脈ステントの適用・内シャント中枢静脈に対

する新たな治療デバイスとして 

演 者：田代 秀夫 ほか 

 

学会名：第 53 回日本形成外科学会ランチョンセミナー 

開催日：2010 年 4 月 7 日 

場 所：金沢 

演 題：下肢静脈瘤硬化療法の最新手技・可視下硬化療法の実際 

演 者：田代 秀夫 

 

学会名：XXIVth World Congress of the International Union of Angiology. Pre-selected  

Abstruct for Award. 

開催日：2010 年 4 月 21 日 

場 所：Buenos Aires, Angentina. 

演 題：Catheter-directed Foam Screrotherapy of Great Saphenous Vein Trunk under Balloon 

Occulusion at Saphero-Femoral Junction-Its Safety and Early Results. 

演 者：Tashiro H 

 

学会名：第 24 回日本静脈学会 

開催日：2010 年 6 月 18 日 

場 所：宮崎 

演 題：バルーンカテーテル遮断下での透視下大伏在静脈本幹硬化療法の一年経過成績（シンポ

ジウム） 

演 者：田代 秀夫 
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学会名：第 19 回腎不全外科研究会 

開催日：2010 年 7 月 23 日 

場 所：伊勢長島 

演 題：バスキュラーアクセスにおける患者にやさしいグラフト手術とステントグラフトの工夫 

演 者：田代 秀夫 

 

学会名：第 16 回インターベンション研究会 

開催日：2011 年 3 月 5 日 

場 所：東京 

演 題：バスキュラーアクセスの PTA にくびれが残ったらいけませんか？ 

演 者：田代 秀夫 

 

『論文』 

雑誌名：印旛市郡医師会報 

著者名：小池 直人 

題目名：今日に至るまで 

巻、ページ、年度：53(3)、96-97、2011 

 

雑誌名：J Biosci Bioeng. 

著者名：Ishikawa M, Sekine K, Okamura A, Zheng YW, Ueno Y, Koike N, Yanaka J, 

Taniguchi H. 

題目名：Reconstitution of hepatic tissue architectures from fetal liver cells obtained from 

a three-dimensional culture with a rotating wall vessel. 

巻、ページ、年度：Online 12. March, 2011. 

 

雑誌名：腎と透析 

著者名：田代 秀夫 

題目名：バスキュラーアクセスにおける患者にやさしいグラフト手術とステントグラフトの工夫 

巻、ページ、年度：別冊 2011、69-73、2011. 

 

雑誌名：静脈学 

著者名：田代 秀夫 

題目名：プラクティカル・フレボロジー：バルーン遮断下での透視下大伏在静脈本幹硬化療法 

巻、ページ、年度：22 巻、69-74, 2010. 
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雑誌名：脈管学 

著者名：田代 秀夫 

題目名：ここまできた下肢静脈瘤治療：カテーテルを用いた硬化療法 

巻、ページ、年度：50 巻、771-77、2010. 

 

雑誌名：医工学治療 

著者名：田代秀夫 

題目名：これも今は昔 透析内シャント困難例に使用した凍結保存同種大腻静脈の話 

巻、ページ、年度：22 巻、74-79、2010. 
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乳腺外科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 18 回日本乳癌学会総会 

開催日：2010 年 6 月 

場 所：札幌 

演 題：転移性乳癌に対する塩化ストロンチウム 89 長期投与の１例 

演 者：川島 太一、有田 誠司、河上 牧夫、関谷 雄一 

 

講義名：茨城県立医療大学看護学部特別講義 

開催日：2010 年 6 月 

場 所：茨城県立医療大学大講堂 

演 題：乳癌の緩和ケア 

演 者：川島 太一 

 

講演名：八丈町立病院研修会講師 

開催日：2010 年 7 月 

場 所：東京都八丈島八丈町立病院 

演 題：緩和ケアに関する最近の話題 

演 者：川島 太一 

 

講演名：染井野小学校講演 

開催日：2010 年 9 月 

演 題：乳がんについて 

演 者：成毛 育恵 

 

学会名：第 15 回千葉 Breast Care Nursing セミナー座長 

開催日：2010 年 11 月 

演 者：成毛 育恵 

 

講演名：ノバルティスファーマ研修会講師 

開催日：2011 年 3 月 

場 所：千葉ポートサイドタワー 

演 題：13 年間で乳癌治療はどう変わったか 

演 者：川島 太一 
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整形外科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 39 回日本脊椎脊髄病学会 

開催日：2010 年 4 月 22 日-24 日 

場 所：高知 

演題名：側弯症手術に対する後療法の現状 

演者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、高相 晶士 

 

学会名：第 39 回日本脊椎脊髄病学会 

開催日：2010 年 4 月 22 日-24 日 

場 所：高知 

演題名：Curved MPR 像を用いた特発性側弯症胸椎椎弓根と硬膜、脊髄の関係 

演者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、高相 晶士 

 

学会名：第 39 回日本脊椎脊髄病学会 

開催日：2010 年 4 月 22 日-24 日 

場 所：高知 

演題名：特発性側弯症手術例の長期臨床成績 －術後経過 31 年における評価－ 

演者名：赤澤 努、南 昌平、小谷 俊明、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、高橋 和久 

 

学会名：第 39 回日本脊椎脊髄病学会 

開催日：2010 年 4 月 22 日-24 日 

場 所：高知 

演題名：ぎっくり腰における椎間板の関与について 

演者名：古志 貴和、根本 哲治、小谷 俊明、赤澤 努、南 昌平 

 

 

学会名：第 47 回リハビリテーション医学会 

開催日：2010 年 5 月 20 日-22 日 

場 所：鹿児島 

演題名：Adult scoliosis に対する体幹ギプス 

演者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努、根本 哲治 

 

学会名：第 83 回日本整形外科学会学術集会 

開催日：2010 年 5 月 27 日-30 日 

場 所：東京 

演題名：成人期軟骨無形成症の脊柱変形に対する治療の問題点と対策 

演者名：南 昌平、赤澤 努、小谷 俊明 
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学会名：第 83 回日本整形外科学会  

シンポジウム：成人脊柱変形治療―最近の進歩と課題 

開催日：2010 年 5 月 27 日-30 日 

場 所：東京 

演題名：成人期軟骨無形成症の脊柱変形に対する治療の問題点と対策 

演者名：南 昌平、小谷 俊明、赤澤 努 

 

学会名：第 83 回日本整形外科学会 

開催日：2010 年 5 月 27 日-30 日 

場 所：東京 

演題名：Relations of the Thoracic Pedicle to Dura and Cord in Idiopathic Scoliosis using 

Curved MPR imaging. 

演者名：Toshiaki Kotani, Shohei  Minami, Tsutomu Akazawa, Hiroyuki Motegi,  

Tetsuharu Nemoto, Takana Koshi, Ken Nagahara 

 

学会名：第 83 回日本整形外科学会 

開催日：2010 年 5 月 27 日-30 日 

場 所：東京 

演題名：Curved MPR 像を用いた側弯症症例における胸椎椎弓根と硬膜、脊髄の解剖学的関係 

演者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、永原 健、 

高相 晶士 

 

学会名：Chiba Spine Youth Meeting 

開催日：2010 年 6 月 26 日 

場 所：千葉 

演題名：治療に難渋した Adult scoliosis の一例 

演者名：小谷 俊明 

 

学会名：45th Scoliosis Research Society Annual Meeting 

開催日：2010 年 9 月 22 日-24 日 

場 所：Kyoto, Japan 

演題名：Long-Term Clinical Outcomes of Surgery for Adolescent Idiopathic Scoliosis 21 to 

41 Years Later 

演者名：Tsutomu Akazawa, MD; Shohei Minami; Toshiaki Kotani; Kazuhisa Takahashi 
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学会名：Australian Orthopaedic Association 70th Annual Scientific Meeting 

開催日：2010 年 10 月 10 日-14 日 

場 所：Adelaide, Australia 

演題名：Relations of the thoracic pedicle to dura and cord in thoracic scoliosis using curved 

MPR imaging. 

演者名：Toshiaki Kotani, Shohei  Minami, Tsutomu Akazawa, Tetsuharu Nemoto, Takana Koshi 

 

学会名：第 43 回日本側弯症学会 

開催日：2010 年 10 月 27 日･28 日 

場 所：札幌 

演題名：特発性側弯症矯正前後における肺胸郭コンプライアンス 

演者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努、川上 紀明、辻 太一、松本 守雄、渡辺 航太、 

宇野 耕吉、鈴木哲平 

 

学会名：第 44 回日本側彎症学会 

開催日：2010 年 10 月 27 日･28 日 

場 所：札幌 

演題名：脊柱側弯症を伴った Desbuquois 骨異形成症の双生児例 

演者名：赤澤 努、小谷 俊明、根本 哲治、古志 貴和、南 昌平、西須 孝 

 

学会名：第 19 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会 

開催日：2010 年 10 月 28 日･29 日 

場 所：札幌 

演題名：側弯症長期経過患者における金属探知機に対する反応 

演者名：小谷 俊明、赤澤 努、高橋 和久、根本 哲治、古志 貴和、南 昌平 

 

開催日：2010 年 10 月 28 日･29 日 

場 所：札幌 

演題名：側弯症長期経過患者における金属探知機に対する反応 

演者名：小谷 俊明、赤澤 努、高橋 和久、根本 哲治、古志 貴和、南 昌平 

 

学会名：第 19 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会 

開催日：2010 年 10 月 28 日･29 日 

場 所：札幌 

演題名：特発性側弯症における脊椎インストゥルメンテーションの長期臨床成績：術後 21 年以上

における評価 

演者名：赤澤 努、南 昌平、小谷 俊明、根本 哲治、古志 貴和、高橋 和久 
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学会名：日本腰痛学会 

開催日：2010 年 10 月 30 日 

場 所：札幌 

演題名：椎間板ブロックによる椎間板性腰痛の診断と治療について 

演者名：古志 貴和、根本 哲治、小谷 俊明、赤澤 努、南 昌平 

 

学会名：第 5 回聖隷佐倉市民病院院内学会 

開催日：2010 年 11 月 6 日 

場 所：佐倉 

演題名：特発性側弯症における術後 21 年以上の長期臨床成績 

演者名：赤澤 努、南 昌平、小谷 俊明、永原 健、根本 哲治、古志 貴和、稲田 大悟 

 

学会名：第 1212 回千葉医学会整形外科例会 

開催日：2010 年 12 月 18 日･19 日 

場 所：千葉 

演題名：特発性側弯症における術後 21～41 年の長期臨床成績 

演者名：赤澤 努、南 昌平、小谷 俊明、永原 健、根本 哲治、古志 貴和、稲田 大悟 

 

学会名：第 1212 回千葉医学会整形外科例会 

開催日：2010 年 12 月 18 日･19 日 

場 所：千葉 

演題名：シネ MRI が診断に有用であった梨状筋症候群の 2 例 

演者名：稲田 大悟、小谷 俊明、南 昌平、永原 健、根本 哲治、赤澤 努、古志 貴和 

 

学会名：厚生労働省難治性疾患克服研究事業第 1回 TIS 研究班会議  

開催日：2011 年 1 月 

場 所：東京 

演題名：先天性側弯症に対する早期固定手術の長期成績 

演者名：南 昌平 

 

学会名：Chiba Spine Youth Meeting 

開催日：2011 年 2 月 26 日 

場 所：千葉 

演題名：脊椎疾患に対するデュロテップパッチの使用経験 

演者名：古志 貴和、根本 哲治、小谷 俊明、赤澤 努、南 昌平 
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学会名：第 24 回日本自己血輸血学会  

ワークショップ： 回収式単独あるいは貯血式との併用による適切な貯血量の検討 

開催日：2011 年 3 月 

場 所：鹿児島 

演題名：脊柱側弯症手術における術中回収式自己血輸血の有用性の検討 

演者名：南 昌平、小谷 俊明、赤澤 努 

 

学会名：第 23 回日本自己血輸血学会 

開催日：2011 年 3 月 11 日･12 日 

場 所：鹿児島 

演題名：自己血採血における静脈穿刺成功率の検討 

演者名：小谷 俊明、赤澤 努、根本 哲治、古志 貴和、稲田 大悟、南 昌平 

 

『講演』 

講演会名：第 29 回日本自己血輸血学会教育セミナー 

期 日 ：2010 年 5 月 8 日 

場 所 ：千葉 

講演名 ：聖隷佐倉市民病院における自己血輸血の現状と問題点 

講演者 ：小谷 俊明 

 

講演会名：日本陸上競技連盟医務部長会議講演 

期 日 ：2010 年 6 月 

場 所 ：東京 

講演名 ：ゆめ半島千葉国体の救護体制について 

講演者 ：南 昌平 

 

講演会名：AOSpine Local Seminar 

期 日 ：2010 年 6 月 19 日 

場 所 ：東京 

講演名 ：凸側椎弓根スクリューと超高分子ポリエチレン 

講演者 ：小谷 俊明 

 

講演会名：千葉県薬剤師会講演会 

期 日 ：2010 年 7 月 

場 所 ：千葉 

講演名 ：国体選手のドーピング知識と薬剤・サプリメント服薬状況について 

講演者 ：南 昌平 
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講演会名：Spinal Correction Seminar 

期 日 ：2010 年 7 月 10 日 

場 所 ：東京 

講演名 ：凸側椎弓根スクリューと超高分子ポリエチレンテープを用いた側弯矯正法 

講演者 ：小谷 俊明 

 

講演会名：第 14 回北大脊柱再建セミナー 

期 日 ：2010 年 7 月 15 日･16 日 

場 所 ：札幌 

講演名 ：椎弓根スクリュー、フック、サブラミナワイヤリングを用いた側弯矯正手術 

講演者 ：赤澤 努 

 

講演会名：第 14 回北大脊柱再建セミナー 

期 日 ：2010 年 7 月 15 日･16 日 

場 所 ：札幌 

講演名 ：三次元実体モデルによる術中形態把握 

講演者 ：赤澤 努 

 

講演会名：第 8回千葉小児整形外科セミナー 

期 日 ：2010 年 8 月 1 日 

場 所 ：千葉 

講演名 ：脊柱側弯症―基礎知識と診察のチェックポイント 

講演者 ：赤澤 努 

 

講演会名：第 42 回秋田県脊椎脊髄病研究会 

期 日 ：2010 年 9 月 

場 所 ：秋田 

講演名 ：脊柱側弯症に対する手術療法の変遷と吟味 

講演者 ：南 昌平 

 

講演会名：平成 22 年度千葉市脊柱側弯症講演会 

期 日 ：2010 年 10 月 

場 所 ：千葉 

講演名 ：脊柱側弯症について 

講演者 ：南 昌平 
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講演会名：第５回千葉脊椎手術手技講習会 

期 日 ：2010 年 10 月 23 日 

場 所 ：千葉 

講演名 ：胸腰椎前方アプローチのコツと落とし穴 

講演者 ：小谷 俊明 

 

講演会名：日本脊椎脊髄病学会 Visiting scholar program in Nepal 

期 日 ：2010 年 12 月 14 日 

場 所 ：Kathmandu, Nepal 

講演名 ：Posterior corrective fusion using convex pedicle screw and ultra-high molecular 

weight polyethylene tape for scoliosis. 

講演者 ：小谷 俊明 

 

講演会名：日本体育協会全国スポーツドクター代表者会議 

パネルディスカッション：都道府県レベルにおける各競技の医科学サポート体制について 

期 日：2011 年 3 月 

場 所：東京 

講演名：千葉県における医科学サポート 

講演者：南 昌平 

 

『論文』 

雑誌名（単行書）：水頭症・二分脊椎ハンドブック 

著者名：南 昌平 

題目名：二分脊椎に伴う脊柱変形：側弯、後弯、前弯のケアと対策 

発行所、発行地、ページ、年度：日本二分脊椎・水頭症研究振興財団、神戸、pp184-195、2010 

 

雑誌名（単行書）：今日の整形外科治療指針第 6 版 

著者名：南 昌平 

題目名：スポーツ障害・外傷に対する現場での応急処置 

発行所、発行地、ページ、年度：医学書院、東京、pp103-104, 2010 

 

雑誌名（単行書）：今日の整形外科治療指針第 6 版 

著者名：南 昌平 

題目名：関節のテーピング  

発行所、発行地、ページ、年度：医学書院、東京、pp104-105, 2010 
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雑誌名（単行書）：平成 21 年度事業年報 

著者名：南 昌平 

題目名：脊柱側弯症検診の意義 

発行所、発行地、ページ、年度：ちば県民保健予防財団、千葉、pp7-8、2010 

 

雑誌名（単行書）：東京都予防医学協会年報 2011 年版 

著者名：南 昌平 

題目名：脊柱側弯症検診 

発行所、発行地、ページ、年度：東京都予防医学協会、東京、pp39-43、2011 

 

雑誌名（単行書）：「運動器の 10 年」世界運動 10 年達成記念誌  

著者名：南 昌平 

題目名：日本側弯症学会の活動報告  

発行所、発行地、ページ、年度：「運動器の 10 年」日本委員会、東京, 3-7, 2010 

 

雑誌名：整形外科看護  

著者名：南 昌平 

題目名： 整形外科疾患の保存療法. 脊柱側弯症 

巻、ページ、年度： 15、51-56, 2010 

 

雑誌名：小児内科 

著者名：南 昌平 

題目名：脊柱側弯症  

巻、ページ、年度：42, 915-921, 2010 

 

雑誌名：ケアワーク 

著者名：南 昌平 

題目名：介護者、利用者のための腰痛対策  

巻、ページ、年度：207, 3-7, 2011 

 

雑誌名：JSR 

著者名：南 昌平 

題目名：日本側弯症学会誌「脊柱変形」の歴史的経過 

巻、ページ、年度：1, -, 2010 
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雑誌名：Journal of Spine Research 

著者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努 

題目名：幼小児側彎症に対するドミノコネクターを用いた growing rod 法の成績 

巻、ページ、年度：1 巻 11 号 P2031-2035 

 

雑誌名：臨床整形外科 

著者名：山崎 博範、小谷 俊明、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、永原 健、南 昌平 

題目名：ナビゲーションを用いた若手脊椎外科医による椎弓根スクリュー刺入精度 

巻、ページ、年度：45 巻 5 号 P429-432 

 

雑誌名：OS NOW Instruction No.14 内視鏡・ナビゲーションを併用した脊椎手術 

著者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努 

題目名：特発性側弯症に対するナビゲーション手術 

巻、ページ、年度：P131-138 

 

雑誌名：整形外科ハンドブック Orthopaedic Access メディカルレビュー社 

著者名：小谷 俊明、南 昌平、赤澤 努 

題目名：脊髄空洞症/Chiari 奇形 

巻、ページ、年度：P198-199 

 

雑誌名：Journal of Spine Research 

著者名：赤澤 努、小谷 俊明、大塚 嘉則、南 昌平 

題目名：医用画像ワークステーションを用いた脊柱側弯症検診 

巻、ページ、年度：1・11、1952-4、2010 

 

雑誌名：Journal of Spine Research 

著者名：赤澤 努、小谷 俊明、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、南 昌平 

題目名：10 歳未満の小児における pedicle screw 刺入が椎体成長に及ぼす影響 

巻、ページ、年度：1・11、2001-4、2010 

 

雑誌名：Journal of Spine Research 

著者名：赤澤 努、小谷 俊明、茂手木 博之、根本 哲治、古志 貴和、高橋 和久、南 昌平 

題目名：特発性側弯症における術後 21 年以上の長期臨床成績 

巻、ページ、年度：1・11、2106-11、2010 

 

 

 

 



2010 年度 学術業績 

 

 

『受賞』 

第 5 回聖隷佐倉市民病院院内学会最優秀賞 

特発性側弯症における術後 21 年以上の長期臨床成績 

赤澤努、南昌平、小谷俊明、永原健、根本哲治、古志貴和、稲田大悟 
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泌尿器科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 98 回に本泌尿器科学会総会 

開催日：2010 年 4 月 28 日 

場 所：盛岡 

演 題：腎細胞癌：腎門部脂肪織浸潤例の臨床病理学的検討（会長賞候補演題） 

演 者：大西 哲郎、頴川 晋、波多野 孝史、五十嵐 辰男 

 

学会名：第 7 回千葉腎癌免疫療法研究会 

開催日：2010 年 6 月 4 日 

場 所：三井ガーデンホテル千葉 

演 題：腎細胞癌—腫瘍／宿主間の免疫応答を基盤とした腫瘍免疫の再検討 

演 者：大西 哲郎 

 

『論文』 

雑誌名：Urology 

題目名：Clinical effect of naftopidil on the quality of life of patients with lower  

urinary tract symptoms suggestive of benign prostatic hyperplasia 

: A prospective study 

著者名：Komiya, A., Suzuki, H., Awa, Y., Egoshi, K., Onishi, T., et al. 

巻、ページ、年度：17、555-562、2010 

 

雑誌名：臨床腫瘍プラクティス 

題目名：腎細胞がん診断の歩みーそしてこれから 

著者名：五十嵐 辰男、大西 哲郎 

巻、ページ、年度：6、11-18、2010 
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放射線科 

『論文』 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：島部に生じた WHO 分類グレードⅡの神経膠芽腫 51 例の手術経験－術式の進歩と限界－ 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.1、p.40、2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：成人の水頭症患者における内視鏡的第三脳室開窓術の役割について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.2  p.288  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：経皮経椎弓根的椎体形成術后に椎体に繰り返し新たに生ずる多発性圧迫骨折 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.3  p.436  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：前頭蓋底や海綿静脈洞、斜台に進展した下垂体腺腫に対する経蝶形骨洞的拡大切除術 

：１施設で経験した126例について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.4  p.508  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：黄色靱帯骨化症の有病率や好発部位、形態について－1736 例の MRI 検査より－ 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.5  p.686  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：胸部大動脈瘤の血管内手術について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.6  p.736  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：頚椎の除圧術や固定術によって加速される隣接部の椎間板変性について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.7  p.850  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：MR neurography を用いた末梢神経や腕神経叢、神経根の障害の評価 

巻、ページ、年度：Vol.55 No.8  p.1004  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：肺の腫瘍塞栓と腎腫瘍の摘出を同時に実施した手術について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.9  p.1034  2010  外国文献紹介 
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雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：高悪性度の硬膜内髄内腫瘍の星細胞種 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.10  p.1216  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：前十字靱帯断裂の受傷から経過した時間と MRI の所見との関係について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.12  p.1669  2010  外国文献紹介 

 

雑誌名：金原出版 臨床放射線 

題目名：下部直腸の子宮内膜症の全摘術について 

巻、ページ、年度：Vol.55  No.13  p.1704  2010  外国文献紹介 
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病理科 

『学会・研究会発表』 

学会名：第 18 回日本乳癌学会 

開催日：2010 

場 所：札幌 

演 題：4. ER, PgR, HT の活性表出の病理と score 判定の憂鬱 

 

『論文』 

3 透析患者の心臓―心臓病で死亡を減らすために 

II 長期透析患者の心臓病理学  臨床透析 2010 Vol 26, No 5,: 519-532 

 

『著書』 

1. 管理栄養のテキスト 医歯薬出版社2010 

2. 病理組織アトラス―呼吸器ーー西村書店 2010 
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